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はじめに
この共同研究は､2009-20
(莱
年度にわたり､文学部プロジェクト研究の一環として行われ
たものである｡従来は研究終了時に論文集のような形で成果報告を出すことになっていたが､
方針の変更があり､報告書は簡略なものにとどめ､数年後に他の共同研究の成果ともあわせ､
図書として刊行を期すこととなった｡したがって､本報告書では､6名の参加者の研究成果
10
について明らかにすることを目的とする｡それを本学の教育はじめ社会に還元することは意
につき､ごく簡略な提示をすることにとどめたい｡
まず本プロジェクトの概略について､当初の申請書を-部引用しながら述べておく｡ 
1 目的と意義
グローバル化した世界の中で､他文化と共生するには､それを理解し､それと交流を図る
ことが必要であることは論をまたない｡しかし異なる文化であるがゆえに､その理解には誤
解が生じることもまた避けられない｡逆に､誤解が文化の発展に積極的な意味を有すること
もある｡本プロジェクトは､異文化理解をする上で欠かせない翻訳とそれにまつわる諸問題
義あることであると思われる｡ 
2 出発時点での準備状況 
2008年度に社会文化科学研究科とフランス ･ボル ドー 第 3大学との交流協定が締結された｡
それと前後して社会文化科学研究科で同大学のクリステ-ヌ ･レヴイ教授の一連の講演会が
開催された｡講演会の参加者は異文化交流や文化翻訳の問題に関して重要な示唆を受け､同
年度､文学部プロジェクト研究 ｢東西交流と文化の翻訳に関する共同研究｣がスター トした｡
本プロジェクトはいわばその第 2弾である｡先行プロジェクト研究に参加 していない教員が､
ドイツ ･フランス･日本相互の文化交流を考察対象とし､翻訳 ･翻案の問題をテーマとして
共同研究を行うことになった｡本プロジェクトの参加者は､戦後日本におけるドイツ文学の
受容 (寺岡)､日本におけるフロイトの受容 (全開)､日本文学のフランス語訳の再検討 
原)､ゲーテの r西東詩集』 (大杉)､ドイツにおける日本のマンガ･アニメの受容 (ガ- トゲ)､
日本の文学者に対するフランス文学の影響 (ドポアシュ)など､文化受容と翻訳の問題に強
い関心を持っており､共同研究によって自らの関心を発展させ､一定の学術的成果を挙げよ
うと考えている｡ 
3 研究計画 
0920 年度は､各教員が文献調査等を行うとともに､先行する文学部プロジェクト研究 ｢東
西交流と文化の翻訳に関する共同研究｣の成果を踏まえるために同プロジェクトの研究発表
会に参加する｡同時に定期的に公開の研究発表会を開き､多様な観点からの検討と討論を通
して､課題の探究に努める｡2011年度には成果を公刊することを目指す｡ 
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4 期待される成果
異文化交流と翻訳の諸問題に関するさまざまな新しい知見を得ること､研究成果を比較文
化論､言語文化学講義等の講義に還元することなどが期待される｡ 
5 プロジェクト研究の参加者
本研究の参加者 6名の所属コースと専門は以下のとおりである｡
寺岡孝憲 言語文化学専修コース .教授､近代 ドイツ文学 (代表 )
金閣 猛 哲学芸術学専修コース ･教授､フロイト研究､比較文化論
萩原直幸 言語文化学専修コース ･准教授､近代フランス文学
大杉 洋 言語文化学専修コース ･准教授､近代 ドイツ文学
ローデリヒ･ガ - トゲ 国際協力教員 ･教授､ ドイツ語 ドイツ文学
ミシェル ･ドボアシュ 国際協力教員 ･准教授､現代 日本文学 
6 研究発表会の記録
最後に 2年間の研究発表会の記録を掲げておく｡
第 1回 : 2010年 2月24日 (水)
金関 猛 ｢フロイトの精神分析の日本における受容｣
第2回 : 2010年3月 23日 (火)
寺岡孝憲 ｢カフカと戦後日本｣
第3回 : 2010年4月30日 (金)
ミシェル .ドボアシュ ｢大岡昇平と r美女と野獣』～ボーモン夫人のコントとコク トー
の映画をめぐって｣
萩原直幸 ｢ルネ ･シフェ-ルと日本の古典～r雨月物語 J｢吉備津の釜｣のフランス語
訳について｣
第4回 : 2010年 7月29日 (木)
ローデリヒ･ガ- トゲ ｢宮崎駿アニメの ドイツでの受容が遅れた諸事情｣
大杉 洋 ｢ゲーテ F西東詩集｣】における文化受容と翻訳について｣ 
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